
令和５年度病害虫発生予察注意報第１号 

                           

令和５年６月９日 

                           鳥取県病害虫防除所 

 

注意報の概要 

 ６月上旬現在、県中西部において、ネギべと病の発生量が増加している。今後の気象

条件によっては、急激に発病が増加する恐れがあるため、防除の徹底が必要である。 

 

病害虫名：ネギべと病 

１ 対象作物  ネ  ギ 

２ 発生地域  県中西部 

３ 発生時期  平 年 並 

４ 発 生 量  多  い 

 

 

 

 

 

 

 

５ 注意報発令の根拠 

（１）６月７日現在、県西部調査ほ場における発生ほ場率は１００％、平均発病株率は

３６．０％で、５月下旬（発生ほ場率２０．０％、平均発病株率１．２％）から発

生量が急増している（表１）。 

（２）６月７日現在、県中部調査ほ場における発生ほ場率は４０．０％、平均発病株率

は５．０％で、今後発生量の増加が見込まれる。 

（３）本病は、１５～２０℃程度で降雨が続くと発病が多くなる。向こう１か月の気象

予報から、本病の発生にやや好適な条件が予想され、さらに発生量が増加する恐れ

がある。 

 

表１ 県白ネギほ場におけるべと病の発生状況（６月６～７日調査） 

地  点 調査ほ場数 発生ほ場数 発生ほ場率（％） 平均発病株率（％） 

境港市 ５ ５ １００ ４５．０ 

米子市 ５ ５ １００ ２０．０ 

大山町 ４ ４ １００ ４３．０ 

県西部平均 １４ １４  １００ （２０．０） ３６．０ （１．２） 

倉吉市 ５ ４ ８０．０ １０．０ 

北栄町・琴浦町 ５ ０ ０     ０ 

県中部平均 １０ ４ ４０．０     ５．０ 

※（ ）内の数値は令和５年５月下旬の巡回調査結果を示す。  

 

 

左写真 ネギべと病（葉の病徴、黄丸）   

右写真 分生子および分生子柄（光学顕微鏡 100 倍） 



６ 防除上注意すべき事項 

（１）発病後のまん延が早いため発病前からの防除に努める。また、発生を確認した場

合は直ちに治療効果のある薬剤を散布する。 

（２）主な防除薬剤は、表２に示すとおり。 

（３）同一成分を含む薬剤は連用しない。また、成分ごとの総使用回数及び使用時期（収

穫前日数）に注意して薬剤を選定する（表３）。 

 

表２ ネギべと病の主な防除薬剤（令和５年６月７日現在の農薬登録内容） 

薬剤名 
希釈 

倍率 
使用時期 

本剤の 

使用回数 
成分（ＦＲＡＣコード） 

アリエッティ水和剤 ８００倍 収穫３日前まで ３回以内 ホセチル（Ｐ０７） 

アミスター２０フロアブル ２０００倍 収穫３日前まで ４回以内 アゾキシストロビン（１１） 

オロンディスウルトラＳＣ ２０００倍 収穫７日前まで ２回以内 
オキサチアピプロリン

（４９） 

マンジプロパミド

（４０） 

カーニバル水和剤 １０００倍 収穫１４日前まで ３回以内 ジメトモルフ（４０） ＴＰＮ（Ｍ０５） 

ザンプロＤＭフロアブル 
１５００～

２０００倍 
収穫１４日前まで ３回以内 ジメトモルフ（４０） 

アメトクトラジン

（４５） 

シグナムＷＤＧ １５００倍 収穫７日前まで ３回以内 
ピラクロストロビン 

（１１） 

ボスカリド 

（７） 

ジマンダイセン水和剤 ６００倍 収穫１４日前まで ３回以内 マンゼブ（Ｍ０３） 

ピシロックフロアブル １０００倍 収穫前日まで ３回以内 ピカルブトラゾクス（Ｕ１７） 

フェスティバルＣ水和剤 １０００倍 収穫１４日前まで ３回以内 ジメトモルフ（４０） 
塩基性塩化銅 

（Ｍ０１） 

フォリオゴールド 
８００～ 

１０００倍 
収穫１４日前まで ３回以内 

メタラキシルＭ 

（４） 
ＴＰＮ（Ｍ０５） 

プロポーズ顆粒水和剤 １０００倍 収穫１４日前まで ３回以内 
ベンチアバリカルブイ

ソプロピル（４０） 
ＴＰＮ（Ｍ０５） 

ペンコゼブフロアブル 
５００～ 

６００倍 
収穫１４日前まで ３回以内 マンゼブ（Ｍ０３） 

ランマンフロアブル ２０００倍 収穫３日前まで ４回以内 シアゾファミド（２１） 

リドミルゴールドＭＺ １０００倍 収穫１４日前まで ３回以内 
メタラキシルＭ 

（４） 

マンゼブ 

（Ｍ０３） 

レーバスフロアブル ２０００倍 収穫７日前まで ２回以内 マンジプロパミド（４０） 

 

 

 



表３ 成分ごとの総使用回数（令和５年６月７日現在の農薬登録内容） 

成分名 総使用回数 

アゾキシストロビン ５回以内（粒剤は１回以内、水和剤は４回以内） 

アメトクトラジン ３回以内 

オキサチアピプロリン ２回以内 

シアゾファミド ４回以内 

ジメトモルフ ３回以内 

ＴＰＮ 
４回以内（土壌灌注は１回以内、散布及び無人航空

機散布は３回以内） 

銅 － 

ピカルブトラゾクス ３回以内 

ピラクロストロビン ３回以内 

ベンチアバリカルブイソプロピル ３回以内 

ホセチル ３回以内 

ボスカリド ３回以内 

マンジプロパミド ２回以内 

マンゼブ ３回以内 

メタラキシルＭ ５回以内（種子への処理は１回以内、土壌混和は 

１回以内、散布は３回以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

鳥取県病害虫防除所（鳥取県園芸試験場内、TEL:０８５８－３７－４２１１） 

この情報は、鳥取県病害虫防除所ホームページでも公開しています。 

 

鳥取県病害虫防除所ホームページ（ＵＲＬ） 

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｊｐｐｎ.ｎｅ.ｊｐ/ｔｏｔｔｏｒｉ/ 

 

左記の２次元バーコードからもアクセスできます。 
鳥取県病害虫防除所 HP 
２次元バーコード 


